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運
輸
業
界
で
、
水
素
を
動
力
と
し
て
利
用
す
る
技
術
開
発
が
進
展
し
、
実
用
化
が
視
野
に
入
る
段

階
に
な
っ
て
き
た
。
水
素
は
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン(

排
出
ゼ
ロ)

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
社
会
の
脱
炭
素

化
に
有
効
と
期
待
さ
れ
て
い
る
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン(

供
給
網)

の
構
築
や
コ
ス
ト
低
減
、
法
整
備

と
い
っ
た
難
題
も
山
積
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
、
社
会
実
装
を
進
め
ら
れ
る

の
か
、
技
術
開
発
の
状
況
を
追
っ
て
み
る
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
水
素
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
の
「
ヒ
バ
リHI

BAR
I

」
を
開
発
し
、

二
〇
三
〇
年
を
め
ど
に
営
業
運
転
を
目
指
し
て
い
る
。 

ヒ
バ
リ
は
水
素
と
酸
素
を
反
応
さ
せ
て
発
電
す
る
燃
料
電
池
と
蓄
電
池
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
制
御
し

て
走
行
す
る
。
日
立
製
作
所
と
共
同
開
発
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
駆
動
シ
ス
テ
ム
技
術
や
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
が
燃
料
電
池
車
Ｆ
Ｃ
Ｖ
「
ミ
ラ
イ

MIRAI

」
な
ど
で
培
っ
た
燃
料
電
池
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て

開
発
さ
れ
た
。 

ヒ
バ
リ
は
七
〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
高
圧
水
素
を
使
っ
た
燃
料
電
池
鉄
道
車
両
で
、
最
大
航
続
距
離

は
約
一
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
実
証
実
験
で
は
時
速
九
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
加
速
で
き
て

お
り
、
営
業
運
転
に
必
要
な
パ
ワ
ー
と
し
て
十
分
で
あ
る
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
二
二
年
三
月
か
ら
二
四
年
三
月
ま
で
鶴
見
線
、
南
部
支
線
、
南
武
線
で
実
証
実

験
を
実
施
し
、
実
証
期
間
後
も
走
行
試
験
を
行
っ
て
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
累
計
一
万
キ
ロ
を
走

行
し
た
。 

一
方
、
課
題
も
あ
る
。
既
存
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は
燃
料
が
満
タ
ン
だ
と
三
〇
〇
～
五
〇
〇

キ
ロ
の
走
行
が
可
能
だ
。
ヒ
バ
リ
は
駅
間
が
短
い
線
区
な
ど
で
優
位
性
が
あ
る
も
の
の
現
状
で
は
長

い
線
区
に
は
向
か
な
い
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
今
後
、
水
素
搭
載
量
の
拡
大
や
燃
料
電
池
の
高
出
力
化
、
車
両
形
態
の
最
適
化

な
ど
、
営
業
運
転
に
向
け
て
さ
ら
な
る
技
術
開
発
を
進
め
る
。 

ま
た
、
企
業
と
し
て
は
、
「
二
〇
三
〇
年
代
を
め
ど
に
海
外
に
輸
出
し
た
い
」
と
し
て
お
り
、
国

内
で
の
営
業
運
転
に
と
ど
ま
ら
ず
、
脱
炭
素
を
進
め
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
ヒ
バ
リ
を
売
り
込
む
こ
と
を

考
え
て
い
る
。 

 


